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駒ヶ嶺保育所の年長組の児童が、お楽しみ会の行事
として９月26日、法輪寺で座禅を体験しました。
住職が見守るなか、児童たちは約15分間、静かに座
禅に取り組ました。座禅が終わると、お茶を飲みなが
ら「緊張した」「足がしびれた」と、座禅の感想を楽し
くお話ししてくれました。
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新
地
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
４
つ

の
保
育
所
を
、
子
育
て
支
援
の
中

核
と
し
て
位
置
付
け
、
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
の
お
手
伝
い
を

し
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
４
保
育
所
の
定
員
は
、

【
表
１
】
の
と
お
り
新
地
保
育
所
が

１
５
０
人
、
駒
ヶ
嶺
保
育
所
、
福

田
保
育
所
、
浜
保
育
所
が
各
90
人

で
、
合
計
４
２
０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
年
４
月
１
日
現
在
の
入
所
者

数
は
、
新
地
保
育
所
が
１
０
２
人
、

駒
ヶ
嶺
保
育
所
が
66
人
、
福
田
保

育
所
が
68
人
、
そ
し
て
浜
保
育
所

が
最
も
少
な
い
33
人
の
計
２
６
９

人
で
す
。

【
グ
ラ
フ
１
】
は
、
平
成
12
年

か
ら
平
成
17
年
ま
で
の
６
年
間
の

各
保
育
所
の
入
所
者
数
を
示
し
た

も
の
で
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
新

地
保
育
所
は
、
平
成
14
年
ま
で
増

加
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
15
年

に
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。
駒
ヶ

嶺
保
育
所
と
福
田
保
育
所
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
浜
保
育
所

に
つ
い
て
は
地
域
に
お
け
る
子
ど

も
の
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と

な
ど
を
背
景
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

入
所
す
る
児
童
の
年
齢
も
年
々
低

年
齢
化
し
、
平
成
11
年
度
か
ら
乳

児
保
育
（
３
ヵ
月
〜
１
歳
）
を
始

め
ま
し
た
が
、
毎
年
申
込
者
が
多

く
な
る
な
ど
低
年
齢
化
に
対
応
し

た
保
育
所
の
再
編
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

浜
保
育
所
は
、
昭
和
53
年
に
建

築
さ
れ
ま
し
た
が
、
建
物
の
老
朽
化

や
、少
子
化
に
よ
る
児
童
数
減
少
、

ま
た
、砂
子
田
川
の
河
口
近
く
に
あ

る
こ
と
か
ら
地
震
に
よ
る
津
波
の
被

害
が
懸
念
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
町
で
は
平
成
15
年
度

か
ら
浜
保
育
所
と
新
地
保
育
所
の

統
合
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を

開
始
。
昨
年
３
月
に
は
町
議
会
か

ら
「
老
朽
化
保
育
所
の
統
合
と
、

子
育
て
支
援
に
施
設
を
含
め
、
万

全
を
期
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
の
４
月
に
行
政
区

長
会
と
浜
保
育
所
の
保
護
者
会
役

員
に
方
針
を
説
明
。
６
月
に
は
浜

保
育
所
の
保
護
者
全
員
に
対
し
て
、

浜
保
育
所
に
お
け
る
問
題
等
を
説

明
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
。

町
で
は
、
そ
う
し
た
取
り
組
み

と
平
行
し
て
、
浜
保
育
所
に
入
所

町では、保育所の入所児童数の減少や利用者の
ニーズの多様化への対応、また、浜保育所の建物
の老朽化や自然災害による安全面を考慮し、浜保
育所と新地保育所の統合など、新たな保育所の運
営体制づくりを行っています。
今後の子育て支援と保育サービスの向上をめざ
し、取り組んでいる事業を紹介します。

工
事
費
用
は
、
４
千
５
百
万
円

で
来
年
３
月
に
は
完
成
す
る
予
定

で
す
。
新
し
い
保
育
室
で
は
、
通

常
保
育
の
ほ
か
、
延
長
保
育
と
土

曜
保
育
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
西
側
道
路

で
送
迎
を
行
い
大
変
危
険
で
し
た

が
、
完
成
す
る
と
新
し
い
玄
関
で

送
迎
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
安
全
面
も
向
上
し
ま
す
。

・鉄筋造平屋建　・床面積　　202.075㎡　・建築面積　240.709㎡
・玄関ホール（下足棚、収納庫、交流コーナー）
・保育室（畳スペース2カ所、便所、沐浴室、収納庫2カ所、配膳カウンター）

保
育
所
を
利
用
す
る
方
の
ニ
ー

ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
、
と
り
わ

け
乳
児
や
低
年
齢
児
か
ら
預
け
た

い
と
い
う
親
が
増
え
、
各
保
育
所

と
も
、
乳
児
・
低
年
齢
児
保
育
、

さ
ら
に
は
延
長
保
育
や
土
曜
保
育

な
ど
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
様
々
な
形

で
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
円
滑
に
対
応

で
き
る
保
育
所
の
運
営
体
制
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
、
今
年
３
月
に

作
成
し
た
「
新
地
町
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
ま

ず
保
育
所
の
統
廃
合
に
着
手
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
次
の
よ
う
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

・
乳
児
・
低
年
齢
児
保
育
の
充
実

・
延
長
保
育
の
充
実

・
一
時
保
育
の
実
施

・
障
が
い
児
保
育
の
推
進

・
保
育
所
の
地
域
開
放
の
推
進

・
保
育
内
容
の
充
実

・
幼
保
一
元
化
の
推
進

今
年
度
は
、
児
童
館
の
建
設
も

予
定
し
て
お
り
、
新
た
な
子
育
て

支
援
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
民
課
（

２
１
１
６
）

保育所名 定　　員 入所者数
（人） （人）

新地保育所 150 102
駒ヶ嶺保育所 090 066
福田保育所 090 068
浜保育所 090 033
合計 420 269

し
て
い
る
児
童
を
受
け
入
れ
る
と

と
も
に
、
延
長
保
育
や
土
曜
保
育

な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
充
実
を
図

る
た
め
、
新
地
保
育
所
を
増
築
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

工
事
は
９
月
30
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

工
事
の
概
要
は
、
増
築
部
分
が

約
２
０
２
㎡
で
、
現
在
の
新
地
保

育
所
の
調
理
室
の
北
側
に
、
広
い

玄
関
と
畳
ス
ペ
ー
ス
や
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
が
あ
る
保
育
室
が
設
け
ら
れ
、

明
る
く
風
通
し
の
良
い
設
計
に
な

っ
て
い
ま
す
。



平
成
17
年
度
の
新
地
町
敬
老
会

を
９
月
19
日
の
敬
老
の
日
に
、
町

総
合
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。
今

年
の
招
待
者
は
、
町
内
70
歳
以
上

の
方
１，

７
３
０
人
で
、
最
高
齢

者
は
、
女
性
が
竹
澤
こ
ま
よ
さ
ん

（
大
戸
浜
）
で
99
歳
、
男
性
が
加
藤

勇
一
さ
ん
（
新
地
町
）
で
95
歳
で

し
た
。

式
で
は
、
90
歳
を
迎
え
た
横
綱

26
人
を
代
表
し
て
金
谷
マ
サ
子
さ

ん
（
小
川
）
と
、
88
歳
を
迎
え
た

40
人
を
代
表
し
て
荒
タ
ケ
ヨ
さ
ん

（
藤
崎
）
に
長
寿
杯
を
、
夫
婦
と
も

に
80
歳
以
上
を
迎
え
た
22
組
を
代

表
し
て
林
庄
吉
さ
ん
・
み
さ
子
さ

ん
（
大
山
田
）
に
長
寿
夫
婦
杯
を
、

結
婚
50
年
を
迎
え
た
24
組
の
夫
婦

を
代
表
し
て
横
尾
冨
男
さ
ん
・
艶

子
さ
ん
（
中
島
）
に
金
婚
夫
婦
記

念
品
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
人
生
の
節
目
に
当
た
る
年

に
支
給
さ
れ
る
敬
老
祝
い
金
は
、

受
給
者
３
５
０
人
を
代
表
し
て
喜

寿
（
77
歳
）
を
迎
え
た
加
藤
喜
八

さ
ん
（
杉
目
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
富
倉

ふ
れ
あ
い
太
鼓
、
藤
丸
流
聖
友
会

特養新地ホームでも９月20日、敬老会が行われ、入所者や家族の方など約
１３０人が出席し、長寿を祝いました。入所者の最高齢者は、男性が寺島金一さ
ん、女性が佐藤サダさんで共に95歳でした。
敬老会では、しんち福祉会の林秀一理事長のあいさつに続き、90歳になられた
入所者４人と、88歳になられた８人に長寿杯が贈られました。また、入所者を代

表して、佐藤金丸さんが「今後も健康に
留意し、のんびり、楽しくすごしたいと思
います」と謝辞を述べました。
アトラクションでは、裕月流家元の裕
月華成さんが踊りを、相馬市出身の民謡
歌手三原有加里さんが歌謡ショーをそれ
ぞれ披露しました。

町
と
消
防
新
地
分
署
主
催
の
平

成
17
年
度
自
主
防
災
研
修
会
が
９

月
25
日
、
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、

町
自
主
防
災
会
会
員
や
消
防
団
な

ど
約
２
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

現
在
、
町
に
は
各
行
政
区
と
中

島
地
区
の
16
の
自
主
防
災
組
織
が

あ
り
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
は
、

地
域
住
民
の
自
主
的
な
活
動
に
よ

る
防
災
意
識
の
高
揚
や
、
大
災
害

時
の
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
の

組
織
で
す
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
福
島
県

沖
を
震
源
と
す
る
強
い
地
震
を
想

定
し
た
救
出
・
応
急
手
当
・
消

火
・
負
傷
者
の
搬
送
・
ヘ
リ
に
よ

る
救
出
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
訓
練
が

中
止
と
な
り
、
講
演
会
だ
け
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
仙
台
管
区
気
象

台
技
術
部
地
震
火
山
課
主
任
技
術

専
門
官
の
草
野
富
二
雄
氏
が
、「
地

震
と
防
災
―
来
る
べ
き
宮
城
県
沖

地
震
に
備
え
て
」
と
題
し
て
、
地

震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
宮
城

県
沖
を
震
源
と
す
る
大
き
な
地
震

が
発
生
し
た
場
合
の
被
害
状
況
、

第
13
行
政
区
自
主
防
災
会
（
大

和
田
公
夫
会
長
）
で
は
、
こ
の
ほ

ど
平
成
17
年
度
宝
く
じ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
非
常
持
出
袋
セ
ッ
ト
、

救
急
セ
ッ
ト
、
携
帯
ラ
ジ
オ
付
き

懐
中
電
灯
、
避
難
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

防
災
用
ホ
イ
ッ
ス
ル
な
ど
の
防
災

グ
ッ
ズ
を
購
入
ま
し
た
。

９
月
13
日
に
は
、
購
入
し
た
防

災
グ
ッ
ズ
を
各
班
長
や
役
員
に
配

付
し
、
そ
の
後
、
消
防
新
地
分
署

長
を
招
い
て
、
防
災
活
動
に
つ
い

て
の
研
修
も
行
い
ま
し
た
。

に
よ
る
三
味
線
や
尺
八
の
合
奏
、

新
地
町
出
身
の
渡
部
洋
子
さ
ん

（
菅
谷
）
と
全
国
民
謡
日
本
一
の
千

葉
と
し
子
さ
ん
・
千
葉
美
子
さ
ん

（
コ
ロ
ン
ビ
ア
所
属
）
に
よ
る
民
謡

シ
ョ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
出

席
し
た
方
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
９
月
１
日
現
在
で
作
成

し
た
長
寿
番
付
に
掲
載
さ
れ
た
80

歳
以
上
の
方
は
、
男
性
が
２
１
６

名
、
女
性
が
４
７
７
名
の
計
６
９

３
名
で
し
た
。

地
震
に
備
え
て
す
べ
き
こ
と
や
、

発
生
し
た
と
き
の
対
処
等
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
新
地
分
署
に
よ
る

救
急
処
置
法
の
指
導
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用

方
法
、
消
防
新
地
分
署
長
に
よ
る

自
主
防
災
の
講
話
も
行
わ
れ
ま
し

た
。参

加
者
は
、
自
主
防
災
組
織
の

一
員
と
し
て
自
覚
と
役
割
を
し
っ

か
り
と
認
識
し
、
災
害
時
に
お
け

る
対
応
に
つ
い
て
真
剣
に
学
び
ま

し
た
。



相
馬
看
護
専
門
学
校
で
は
、
平

成
18
年
４
月
入
学
の
学
生
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
平

成
18
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
を

含
む
）
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。

40
名(

男
・
女)

[

推
薦
含
む]

３
年

11
月
18
日

〜
12
月
20
日

平
成
18
年
１
月
６
日

相
馬
看
護
専
門
学
校

学
科
試
験
『
国
語
総
合
（
漢
文

は
除
く
）、
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
、
生

物
Ⅰ
』

平
成
18
年
１
月
26
日

相
馬
看
護
専
門
学
校

２
０，

０
０
０
円

募
集
要
項
は
、
相
馬
看
護
専
門

学
校
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
で
募
集

要
項
を
請
求
す
る
場
合
は
、
氏
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
を
記
載
し
、
２

４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒
（
角
型
２
号
）
を
必
ず
同
封
の

う
え
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
９
７
６
―
０
０
０
６

相
馬
市
石
上
南
蛯
沢
３
４
４

相
馬
看
護
専
門
学
校

（

８
１
１
８
）

相馬地方 イベントカレンダー イベントカレンダー 

〃

〃
〃
〃
８
９
〃

第11回松川浦大橋ふれあいマラソン大会
（相馬市　松川浦大橋周辺）

秋まつり （相馬市　相馬神社）
相馬御神楽大会 （相馬市　相馬神社神楽殿）
相馬野馬追振興秋季競馬大会 （原町市　馬事公苑）
魚まつり （相馬市　相双漁協相馬原釜支所）
海の味まつり・鮭 （相馬市　水産物直売センター）
松川浦湾内釣り大会 （相馬市　松川浦湾内）

22

29

〃
30

〃
下旬

原町市健康福祉まつり
（～23日　原町市　サンライフ原町他）

そうま市民まつり
（～30日　相馬市　スポーツアリーナ相馬他）

いいたて秋まつり （～30日　飯舘村公民館他）
第19回野馬追の里健康マラソン原町大会

（原町市陸上競技場他）
塩の道ウォーク （鹿島町　上ノ畑林道）
万葉の里かしま海のサケまつり（鹿島町　真野川漁港前）

上旬
上旬

〃
６

あきいち２００５ （原町市　駅通り旭公園）
かしま町産業文化祭 （鹿島町）

小高町文化祭 （～６日　小高町内）
小高町ロードレース大会 （小高町内）

〃

13

（仮称）邦楽コンサート
（鹿島町生涯学習センターさくらホール）

海の味まつり・どんこ （相馬市水産物直売センター）

３

10

あかりのファンタジーinおだか イルミネーションコンテ
スト （～１月上旬　小高町内）
海の味まつり・あんこう

（～11日　相馬市水産物直売センター）

〃 どんと祭 （相馬市　長友グラウンド）

中旬
21

イチゴ狩りオープン （相馬市和田地区）
第24回相馬民謡全国大会 （～22日　相馬市民会館）

衆議院議員総選挙の投票及び、最高裁判所裁判官国民審査が9月11
日に行われ、同日開票されました。新地町の投票結果（小選挙区選挙）
は、当日有権者数７，００２人中、投票者数５，１５４人で投票率は
７３．６１％でした。
町の投票率、得票状況等の概要は次のとおりです。

歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
３

９，

５
５
２
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。補

正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
議

会
議
員
の
期
末
手
当
の
削
減
、
生

活
道
路
改
良
舗
装
事
業
、
８
月
に

起
き
た
地
震
災
害
に
よ
る
道
路
復

旧
費
の
追
加
な
ど
で
す
。

現
教
育
長
の
村
山
正
之
氏
が
引

き
続
き
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月
26
日
に
行
わ
れ
た
町
教
育
委

員
会
で
、
教
育
長
に
再
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
17
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
21
年
９
月
30
日
ま
で

で
す
。

現
職
の
伊
藤
章
氏
が
再
度
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。

町
へ
の
申
請
、
届
出
な
ど
の
手

続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
た
め
、

新
た
な
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

個
人
情
報
の
利
用
停
止
を
求
め

る
権
利
及
び
個
人
情
報
の
漏
え
い

に
対
す
る
罰
則
規
定
を
新
設
し
ま

し
た
。

一
般
会
計
及
び
各
種
特
別
会
計

決
算
は
す
べ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
生
涯
学

習
や
小
中
学
校
教
育
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、
今
、
皆
さ
ん

の
知
恵
と
力
を
お
借
り
し
て

「
健
康
づ
く
り
の
拠
点
」
の
土

台
と
な
る
組
織
を
つ
く
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

新
地
町
が
誇
る
総
合
体
育
館
や

子
ど
も
の
森
公
園
を
含
む
総
合
公

園
を
「
誰
で
も
気
軽
に
い
ろ
い
ろ

な
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
、
交
流
で

き
る
場
所
」
に
し
て
い
き
ま
す
。

と
り
わ
け
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な

ど
を
す
る
機
会
を
持
て
な
か
っ
た

子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
の

方
々
に
広
く
照
準
を
合
わ
せ
、
動

い
て
心
身
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

気
持
ち
よ
さ
を
み
ん
な
で
味
わ
い

た
い
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
体
力
や
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
た
り
、
竹
馬
な
ど
の
昔

遊
び
を
取
り
入
れ
た
り
、
卓
球
や

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
を
通
し
て
、

家
族
み
ん
な
で
集
ま
れ
る
、
知
ら

な
い
人
ど
う
し
が
知
り
合
い
、
さ

ら
に
世
代
間
の
交
流
が
生
み
出
さ

れ
る
場
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

総
合
公
園
が
「
み
ん
な
の
楽
し

い
居
場
所
」
に
な
り
、
健
康
で
潤

い
と
活
力
あ
る
故
郷
づ
く
り
の
一

助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



左
の
図
は
、
厚
生
労
働
省
・
農

林
水
産
省
が
作
成
し
た
「
食
事
バ

ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
で
す
。

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
は
、
健

「
来
て
！
」
と
言
わ
れ
て
す
べ
り
台

に
登
る
と

「
青
空
も
見
え
る
け
ど
、
東
京
タ
ワ

ー
も
見
え
る
ん
だ
よ
。」

と
、
火
発
の
煙
突
を
指
さ
し
て
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
ハ
ア
ー
、
大
漁
、
大

漁
♪
」。
９
月
10
日
の
浜
保

育
所
運
動
会
で
は
、
お
家

の
人
と
一
緒
に
作
っ
た
手

作
り
の
ミ
ニ
漁
船
に
乗
っ

て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
行
い
、

原
釜
大
漁
節
の
歌
に
合
わ

せ
て
元
気
に
舞
い
踊
り
ま

し
た
。
所
庭
の
周
り
は
、

浜
風
に
な
び
く
大
漁
旗
で

５
日

浜
保
育
所

駒
ヶ
嶺
保
育
所

福
田
保
育
所

18
日

新
地
保
育
所

６
日

新
地
保
育
所

18
日

浜
保
育
所

28
日

駒
ヶ
嶺
保
育
所

20
日

福
田
保
育
所

14
日

駒
ヶ
嶺
小
学
校

20
日

新
地
小
学
校

21
日

福
田
小
学
校

19
日

浜
保
育
所

20
日

新
地
保
育
所

駒
ヶ
嶺
保
育
所

福
田
保
育
所

19
日

浜
保
育
所

康
の
た
め
に
、
よ
い
食
生
活
を
と

思
っ
て
は
い
て
も
、
い
っ
た
い
何

を
ど
れ
く
ら
い
食
べ
れ
ば
体
に
よ

い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、

忙
し
い
毎
日
の
な
か
で
栄
養
を
意

識
し
て
食
べ
る
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
人
に
も
、
望
ま
し
い
食
事
の

組
み
合
わ
せ
が
一
目
で
わ
か
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
生
活
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
は
、
食

事
を
「
主
食
」「
副

菜
」「
主
菜
」「
牛

乳
・
乳
製
品
」「
果

物
」
の
５
つ
の
料

理
区
分
に
わ
け
、

そ
れ
ぞ
れ
１
日
に

必
要
な
量
を
コ
マ

の
形
の
イ
ラ
ス
ト

に
あ
て
は
め
て
表

し
て
い
ま
す
。

ど
れ
か
一
つ
の

グ
ル
ー
プ
だ
け
を

と
り
す
ぎ
る
な
ど

し
て
コ
マ
が
倒
れ

て
し
ま
わ
な
い
よ

う
に
意
識
し
て
食

べ
る
こ
と
で
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
改
善

す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

埋
め
尽
く
さ
れ
、
壮
観
そ
の

も
の
！

「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！
な
か
よ

し
運
動
会
」
を
テ
ー
マ
に
、

か
け
っ
こ
、
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ

ズ
、
紅
白
玉
入
れ
、
浜
騎
馬

戦
な
ど
の
競
技
を
行
な
い
、

秋
晴
れ
の
も
と
、
子
ど
も
た

ち
が
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
姿

に
、
応
援
の
歓
声
が
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。

運
動
会
を
と
お
し
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
、
地
区
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
の
喜
び
と
充
実
感
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

家
庭
と
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。可憐な蕾、妖艶な花び

ら、そして気高い滅びの
姿…。蓮の秘密は写しと
られ、今、物語は生まれ
る。激しくも美しい、奇
跡の恋物語。写真と小説
との歓喜に満ちた出逢
い。

『祝福』
玄侑宗久・坂本真典

アンパンマンとばいき
んまんが生まれた時のお
話です。チーズも初めて
登場します。世界のどこ
にもない、心を持ったあ
んぱん、アンパンマンは
どのようにして誕生した
のでしょう？

『アンパンマンたんじょう』
やなせ たかし

「ダ・ヴィンチ・コー
ド」の作中に登場する美
術作品や建築物、場所、
象徴など１４０点を収
録。読んだ人にも、これ
から読む人にもおすす
め、小説の世界により深
く接するための豪華カラ
ー版。２００４年刊のヴ
ィジュアル愛蔵版。

『ダ・ヴィンチ・コード ヴィジュアル愛蔵版』
ダン・ブラウン

コンビニ弁当にはいろ
んなヒミツがつまってい
る。店長バーチャル体験、
お弁当工場の一日を紹介
するほか、食材の輸送距
離、コンビニ弁当を食べ
ることで世界中の水をた
くさん使うことになるな
どの問題点にも迫る。

『コンビニ弁当16万キロの旅』
千葉　　保

『漆黒泉』 森　福都
『カオス』 梁　石日
『ドキュメント・市民がつくったまちの憲法』

牛山久仁彦
『動物病院で獣医師として生きる』 西川　芳彦
『防災用品マニュアル』

『おひめさまふたごになる』 まだらめ三保
『書く力伝える力小学生の作文力』

岸本裕史・宮川俊彦
『お化けをよぶ百物語』 千葉幹夫

『14ひきのあさごはん』

『塊魂サウンドトラック「塊　フォルテッシモ魂」』
『空創クリップ』 スキマスイッチ



で
記
入
し
実
施
期
間
内
に
予
防
接

種
を
受
け
る
際
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
（

２
０
９
６
）

町
で
は
、
町
内
で
農
業
を
営
む

方
を
支
援
す
る
た
め
、
各
種
支
援

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
積

極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
及

び
退
職
被
保
険
者
証
が
10
月
１
日

か
ら
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

古
い
保
険
証
は
、
９
月
30
日
で

無
効
と
な
り
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
役
場
健
康
福
祉
課
に
返

却
す
る
か
又
は
下
記
施
設
に
設
置

し
た
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下
旬

に
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
内
容

を
よ
く
確
認
し
、
変
更
が
あ
る
と

き
に
は
、
す
み
や
か
に
「
保
険
証
」

と
「
印
鑑
」
を
持
っ
て
、
役
場
窓

口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞

納
し
続
け
る
と
、
保
険
証
の
か
わ

り
に
「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
病
院
な
ど

で
の
医
療
費
は
、
い
っ
た
ん
全
額

自
己
負
担
と
な
り
、
役
場
健
康
福

祉
課
に
申
請
し
て
後
日
払
い
戻
し

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
税
は
納
期
限
内
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
、
駒
ヶ
嶺
公
民
館
（
い
ず

れ
も
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
ま
で
）

・
健
康
福
祉
課
（

２
９
３
２
）

・
町
民
課
（

２
１
１
５
）

耕
作
者
に
10
ア
ー
ル
あ
た
り

１
１，

０
０
０
円

※
１
作
物
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

10
ア
ー
ル
あ
た
り
５，

０
０
０
円

一
戸
あ
た
り
１，

０
０
０
円

役
場
農
林
水
産
課
に
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。10

月
31
日

ま
で

・
生
産
調
整
田
で
飼
料
作
物
を
生

産
さ
れ
る
方
は
、
畜
産
農
家
と
の

契
約
が
必
要
で
す
。

・
過
年
度
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
助
成

す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田30番地 
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ふ
れあ
いと創造のまち

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
、
又

は
60
〜
64
歳
で
心
臓
、
肝
臓
等
の

疾
患
が
あ
り
、
医
師
が
必
要
と
認

め
た
方
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
に
助
成
を
し
ま
す
。

10
月
17
日

〜
12
月
30
日

(

12
月
30
日
は
午
前
中
の
み
実
施)

・
菅
野
医
院
（

２
３
８
８
）

・
遠
藤
内
科
医
院（

２
１
３
５
）

自
己
負
担
金
　
１，

０
０
０
円

（
町
補
助
２，

０
０
０
円
）
各
医
療

機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

予
診
票
は
各
医
療
機

関
と
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
予
診
票
を
も
ら
い
、
自
宅

県では、海洋生
物や自然環境に関
する学習機会を皆
さんに提供するた
め「移動水族館」を開催します。

10月22日
午前９時～午後３時
農村環境改善センター
移動水族館（アクアラバン）

での熱帯性海水魚の展示、タッチン
グプール、ハンズオン（アザラシ・
サメなどの剥製やアンモナイトなど
の化石がさわれる）、磯の工作教室

町教育委員会（ ４４７７）

10月１日現在で、平成１７年国勢調査が全国一斉に行われていま
す。９月下旬に調査員が各世帯へ調査票をお配りしましたが、調査
票の記入はお済みでしょうか？
10月10日までの間に、調査員が再度受け取りに伺いますので、ご協
力をお願いします。なお、調査票がまだ届いていないという方は企画
振興課（ ２１１２）まで連絡をお願いします。

米
の
生
産
調
整
に
係
る
支
援
施

策
と
し
て
、
農
地
の
貸
借
や
、
農

作
業
の
受
委
託
に
対
す
る
助
成
。

10
ア
ー
ル
あ
た
り
１，

０
０
０
円

※
農
業
委
員
会
へ
利
用
権
設
定
書

類
を
提
出
し
た
方

10
ア
ー
ル
あ
た
り
１，

０
０
０
円

※
基
幹
３
作
業
以
上
の
委
託
の
場

合
の
み

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
の
農
地
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
、
遊
休
桑
園
の
抜
根
整
備

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
の
補
助
。

２
年
以
上
採
桑
を
行
わ
な
い
桑

園
で
、
１
戸
あ
た
り
の
合
計
面
積

が
10
ア
ー
ル
以
上
で
あ
り
、
抜
根

後
の
作
物
作
付
計
画
が
明
確
で
あ

る
こ
と
。

10
ア
ー
ル
あ
た
り

１
５，

０
０
０
円

町
内
に
お
け
る
農
作
物
等
へ
の

鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
。

町
内
で
農
作
物
を
育

成
し
て
い
て
、
農
地
又
は
施
設
を

所
有
し
て
い
る
方
。

電
気
柵
及
び
付
帯

設
備
等
、
耐
用
性
隔
障
物
、
そ
の

他
有
効
と
認
め
ら
れ
る
設
備
（
施

設
整
備
を
行
う
面
積
が
10
ア
ー
ル

以
上
の
農
地
）

補
助
対
象
と
な
る
施
設
整
備
費

の
２
分
の
１
（
た
だ
し
、
施
設
整

備
費
の
合
計
金
額
が
３
万
円
以
上

で
補
助
限
度
額
は
15
万
円
）

農
林
水
産
課（

２
１
９
４
）

相
馬
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

年
金
相
談
会(

集
合
徴
収)

を
行
い

ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
や
納
付
に
関
し
て
相
談
の
あ

る
方
は
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
免
除
申

請
の
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
申

請
さ
れ
る
方
は
印
鑑
、
年
金
手
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い

10
月
23
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

平
成
16
年
１
月
１
日

以
降
に
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職

票
又
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
平
成
17
年

１
月
１
日
以
降
に
転
入
の
方
は
、

１
月
１
日
居
住
の
市
区
町
村
発
行

の
課
税
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
な

ど
が
必
要
で
す
。

・
相
馬
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課(

５
１
７
３)

・
健
康
福
祉
課
（

２
９
３
２
）

11
月
１
日
〜
７
日
の
ふ
く
し
ま

教
育
週
間
に
あ
た
り
、
新
地
高
校

で
は
、
芸
術
鑑
賞
教
室
『
和
の
響

「
津
軽
三
味
線
＆
和
太
鼓
」』
を
開

催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

11
月
７
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

新
地
高
等
学
校
体
育
館

【
第
１
部
】
津
軽
三
味
線

出
演:

「
澤
田
勝
邦
」

【
第
２
部
】
和
太
鼓

出
演:

和
太
鼓
チ
ー
ム

「
粋
打
天(

い
だ
て
ん)

」

新
地
高
校
（

４
５
６
７
）

相
双
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
難
病
患
者
の
病

気
や
生
活
等
を
理
解
し
、
ち
ょ
っ

と
し
た
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と

を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
「
難
病

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

【
第
１
回
】
11
月
10
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

・
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
に
よ
る

講
話

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
何
か
」

・
医
師
に
よ
る
講
話

「
難
病
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
」

【
第
２
回
】
11
月
16
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

・
介
護
専
門
家
に
よ
る
講
話
・
実
技

「
介
護
や
介
助
に
つ
い
て
の
基
礎
知

識
」

・
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
み
の
会
員

「
難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
際
」

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ふ
た
ば

（
双
葉
厚
生
病
院
東
隣
）

無
料

２
回
と
も
参
加
で
き
る
方

30
名
（
先
着
順
）

11
月
７
日

ま
で

相
双
保
健
福
祉
事
務
所

（

１
１
３
８
）

10月22日
午後２時～４時
観海堂
小野トメヨさん（中島）ほか、
町内語り部のみなさん。
町教育委員会
（ ４４７７）

町総合公園「子どもの森」は、遊
具の整備、植栽、芝張り等の工事の
ため、10月１日から平成18年３月31
日まで使用できなくなります。皆さ
んのご理解をお願いします。

生涯学習課（ ２０８５）



町交通対策協議会では、秋の交通安全運動にあ
わせて９月26日、新地高校の自転車を利用する生徒
に夜光反射材を１００セット贈りました。
贈呈式では、町交通対策協議会菅野正實副会長
から、新地高校の交通安全生活委員委員長の櫻井
貴志さん（３年）と副委員長の佐々木雄一さん（２
年）に手渡されました。その後、自転車通学の生徒
一人ひとりに夜光反射材がわたされ、それぞれ自分
たちの自転車に取り付けていました。

今年11月20日に行われる「第17回福島縦断駅伝
競走大会」に向けて、新地町チームは８月下旬から
練習を開始しました。
９月10日に行われた１回目の記録会には選手９
名が参加。尚英中学校をスタートに男子５㌔、女子
３㌔のタイムを測定しました。これから11月の大会
本番に向けて週２回の練習と記録会、コースの試走
等を行っていきます。

町インディアカ協会主催の「第２回新地町インデ
ィアカ大会」が９月４日、町総合体育館で行われ、
町内の愛好者18チーム約85名が参加しました。
予選リーグ、決勝トーナメントを勝ち抜き見事優
勝を飾ったのは、新地インディアカクラブ所属のＴ
ＯＭＭＹ‘Ｓ（代表浜野利行）チームでした。
インディアカは、バドミントンコートを利用し、羽
根のついたボールを、ネット越しに素手で打ち合う
ゲーム。参加者は日ごろの練習の成果を競いました。

・
故
荒
キ
ク
イ
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
荒
幹
さ
ん
（
鉄
炮
町
）
よ
り

５
万
円

・
故
桑
折
ト
モ
子
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
桑
折
篤
次
さ
ん
（
駒
ヶ
嶺

町
）
よ
り
20
万
円
／
故
荒
キ
ク
イ

さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
荒
幹
さ
ん

（
鉄
炮
町
）
よ
り
10
万
円

・
故
斎
藤
洸
旦
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
斎
藤
良
子
さ
ん
（
藤
崎
）
よ

り
20
万
円
／
故
桑
折
ト
モ
子
さ
ん

の
ご
遺
志
と
し
て
桑
折
篤
次
さ
ん

（
駒
ヶ
嶺
町
）
よ
り
10
万
円
／
故
岡

田
貞
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
岡
田

信
治
さ
ん
（
岡
）
よ
り
10
万
円

・
故
斎
藤
洸
旦
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
斎
藤
良
子
さ
ん
（
藤
崎
）
よ

り
10
万
円
／
故
岡
崎
し
け
の
さ
ん

の
ご
遺
志
と
し
て
岡
崎
昇
一
さ
ん

（
作
田
）
よ
り
10
万
円
／
故
村
上
正

雄
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て
村
上
勝

則
さ
ん
（
新
町
）
よ
り
10
万
円
／

故
武
沢
正
之
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し

て
武
沢
幸
さ
ん
（
釣
師
）
よ
り
５

万
円

・
村
上
勝
則
さ
ん
（
新
町
）
よ
り

５
万
円
／
武
沢
幸
さ
ん
（
釣
師
）

よ
り
５
万
円
／
佐
藤
正
義
さ
ん

（
上
真
弓
）
よ
り
桃
80
個
／
山
内
安

義
さ
ん
（
高
田
）
よ
り
ナ
ス
20
㌔
、

ゴ
ー
ヤ
６
㌔
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
２．

５
㌔
／
菅
野
ミ
チ
イ
さ
ん
（
藤
崎
）

よ
り
南
瓜
21
㌔
／
桜
井
忠
八
さ
ん

（
明
地
）
よ
り
紙
お
む
つ
４
袋
／
三

宅
行
さ
ん
（
埓
浜
）
よ
り
お
茶
・

ジ
ュ
ー
ス
１
０
０
缶

特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
32
回
63

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
３
回
６
人
／

新
地
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
１
回
２

人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
３
人
／
新

地
高
校
３
回
29
人
／
真
弓
老
人
会

１
回
33
人
／
ひ
ま
わ
り
の
家
２
回

４
人◎場所は保健センター

※平日の修理は上記業者にお申し込みください。

道
路
の
実
態
や
平
日
・
休
日
の

自
動
車
の
交
通
量
、
運
行
目
的
な

ど
を
調
査
す
る
全
国
道
路
交
通
セ

ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
車
が
対

象
で
す（
町
内
で
は
２
０
１
台
が
抽

出
さ
れ
ま
す
）。
対
象
と
な
っ
た
車

を
所
有
し
て
い
る
家
庭
に
役
場
職

員
が
調
査
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
将
来
の
道

路
整
備
や
維
持
管
理
、
都
市
計
画

に
活
か
す
た
め
の
重
要
な
資
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
30
日

11
月
１
日

車
の
出
発
地
、
出

発
時
刻
、
目
的
、
移
動
距
離
な
ど
。

建
設
課
（

２
１
１
４
）

相
馬
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

新
規
高
卒
者
の
就
職
促
進
と
地
元

定
着
を
目
的
に
「
新
規
高
卒
者
就

職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

就
職
未
決
定
の
高
校
生
、
採
用

計
画
が
あ
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10
月
25
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
丸
屋

相
馬
・
富
岡
職
安
管

内
の
就
職
未
決
定
の
高
校
生

採
用
計
画
の
あ

る
事
業
所
、
採
用
計
画
検
討
中
又

は
未
定
の
事
業
所
（
約
20
社
）

10
月
14
日

ま
で

相
馬
公
共
職
業
安
定
所

（

０
２
１
１
）

県では、10月を強化月間として、関係団体と協力して不正軽油
の撲滅に取り組んでいます。
不正軽油とは、軽油に課せられる軽油引取税を脱税する目的で、
灯油、重油等を混和して製造される燃料などで、大気汚染や硫酸
ピッチの不法投棄等、環境にも悪影響を及ぼすものとして大きな
社会問題になっています。「灯油や重油をトラックなどの燃料に使
っているようだ」「不審な施設にタンクローリーが出入りしている」
などの情報がありましたら、相双地方振興局県税部（ １１２
７）まで情報提供をお願いします。
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◆

秋
の
陽
ざ
し
が
や
わ
ら
か
い
彼

岸
の
中
日
、
先
祖
の
墓
参
り
に
行

き
ま
し
た
。

ゆ
る
や
か
な
坂
が
続
く
道
の
両

脇
に
は
、
秋
の
七
草
の
ハ
ギ
や
ス

ス
キ
が
咲
き
乱
れ
て
い
ま
し
た
。

線
香
の
け
む
り
が
ゆ
ら
め
く
墓
地

は
多
く
の
家
族
連
れ
が
色
と
り
ど

り
の
花
を
挿
し
た
り
、
お
は
ぎ
や

お
菓
子
を
供
え
た
り
す
る
姿
や
、

里
帰
り
の
墓
地
で
久
し
振
り
に
な

つ
か
し
い
友
と
出
会
い
、
お
互
い

の
近
況
を
話
し
合
っ
て
い
る
姿
を

見
て
、
と
て
も
い
い
風
景
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

と
も
す
れ
ば
時
間
に
追
わ
れ
、

毎
日
を
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る
私

た
ち
で
す
が
、
時
に
は
こ
う
し
て

先
祖
を
敬
い
、
家
族
一
緒
に
過
ご

す
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

気
せ
わ
し
い
現
代
の
社
会
に
お

い
て
、
久
し
振
り
に
時
間
が
ゆ
っ

く
り
と
経
つ
の
を
感
じ
ら
れ
た
彼

岸
の
一
日
で
し
た
。

・エネルギー 73キロカロリー ・カルシウム 83mg
・蛋白質　4.4g ・塩分　0.2g

（８人分）
・小松菜　１株　・チンゲン菜　１株　・りんご 1/2個　・枝豆　1/2カップ
・牛乳　100ml ・ゆで汁　700ml ・塩　少々　・柚子　１個

①小松菜とチンゲン菜はよく洗い塩ゆでし、みじん切りにする。（ゆで汁はとっておく）
②枝豆は塩ゆでし、サヤからだし、りんごはさいの目に切る。
③①，②を①のゆで汁にもどし、一煮立ちさせ、牛乳を加えて塩で味を調え、沸騰直前に火からおろす。
④器に盛りつけ、すりおろした柚子を入れる。

野菜のゆで汁がもったいないので利用し、季節の
香り、柚子を入れてみました。彩りのみどりと香りが
よいので、誰にでも喜ばれるようです。

野菜と果物を組み合わせたカルシウムと食物繊
維たっぷりスープです。

町では、『子どものためのベジタブルメニュー』をテーマに、
子どもたちの望ましい食習慣の形成のために、野菜を取り入れ
たバランスの良い朝食メニュー・手作りおやつなどの家庭料理
を募集します。

応募用紙に①料理名②材料と分量③作り方・
所要時間④できあがりの写真⑤主食、主菜、副
菜の別を記入のうえ、住所、氏名、電話番号を書
いて、保健センターに提出してください。
平成17年10月20日
10月28日(金)に審査会を行い、上位３品を選出します。
優秀作品に選ばれた方には、11月の健康福祉
まつりで表彰し、記念品を差し上げます。出品し
てもらった献立は、作品全品の写真とレシピを健
康福祉まつりで展示します。また、優秀作品３品
を試食品として出品します。

※出品された作品は、広報しんち「わが家の自慢料理」で随時
紹介いたします。

保健センター（ ２０９６）

総
務
省
で
は
、
新
地
町
を
担
当

す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
杉

平
慶
宏
さ
ん
を
10
月
１
日
付
け
で

委
嘱
し
ま
し
た
。

大
字
福
田
字
大
町
53
番
地
の
２

（

２
５
９
７
）

行
政
相
談
委
員
は
、
役
所
や
特

殊
法
人
等
の
仕
事
に
関
し
て
苦
情

や
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
、
解
決
の
お
手
伝
い
を
す
る

も
の
で
す
。
行
政
相
談
委
員
は
、

定
例
相
談
所
の
ほ
か
、
自
宅
で
も

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
10
月
17
日

〜
23
日

は
秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。
次

の
日
程
で
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

10
月
20
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

町
保
健
セ
ン
タ
ー

役
場
総
務
課
（

２
１
１
０
）

◆表紙で紹介した、駒ヶ嶺保育所の座禅会に取材に
行き、写真を撮り終え一緒に座禅を体験してみまし
た。静かな空間でじっとしながら心を落ち着かせる
のもなかなか良いものだなあと感じました。◆10月
に入り、だんだん寒くなってきました。特に夜は冷
え込んできましたね。少し気が早いかもしれません
が、こたつやストーブの準備をしようかと思います。
みなさんも季節の変わり目、体調には十分に気をつ
けましょう。 （健）

各種スポーツ全国・東北大会で多くの町内在住の選手
の皆さんが活躍しています。町では、大会に出場した選
手やチームに激励金を贈りました。
なお、尚英ガッツＪＶＣは、下記の大会で見事優勝しま
した。
（敬称略）
●第60回国民体育大会東北ブロック大会バレーボール競技
・森明彦（相馬高等学校３年：渋民）
●第20回記念東北小学校バレーボール選手権大会
・尚英ガッツジュニアバレーボールクラブ
●日本スポーツマスターズ２００５バレーボール競技
・吉田　敏（小川）
●平成17年度全日本選抜少年柔道大会
安田柔道クラブ所属
・荒　貴裕（尚英中学校３年：釣師）
・鈴木智彦（尚英中学校３年：藤崎）
●第22回東北地区選抜少年サッカー大会
・山木健太郎（新地小学校５年：岡）
●第12回全国クラブチームサッカー選手権大会東北大会
・荒　祐和（岡）、西谷佳功（高田）



再生紙使用

ち

き
ゅう
にやさし

い

（平成１７年８月２１日～平成１７年９月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

９月21日から30日までの秋の全国交通安全運動期間中に、交通事故防止を願って、さまざまな行事
が行われました。
町交通対策協議会などによる「交通安全パレード」は21日、役場前で出動式が行われ、町内をパト
カーや広報車でパレードし、交通安全を呼びかけました。
また、町防犯協会福田支部と相馬地区交通安全協会福田支部主催による「平成17年度防犯・交通安
全パレード」が22日、福田地区内で行われました。
パレードには、福田小学校の全児童が参加し、「ゆずり ゆずられ 事故はゼロ」のプラカードを先
頭に鼓笛隊が続き、また、パトカーに乗車した児童がマイクを使って、安全運転を呼びかけながら福田
地区を行進しました。

（子供） （親） （地区）

博
ひろ

人
と

角田伸吾・有美子 原相善

彩
いろ

花
は

吉田宏一・夕　子 藤　崎
あい

鈴
り

目黒清孝・陽　子 城　内

優
ゆう

佐藤純一・たい子 中　島

麻
ま

央
お

大内広行・由　里 城　内

颯
そう

太
た

林　　繁・紀代美 上真弓

宏
ひろ

哉
や

塩沼亮一・早奈恵 下真弓

（死亡者） （年齢） （地区）

岡崎しけの ９６歳 作　田

武沢　正之 ８９歳 小　川

荒　キクイ １００歳 鉄炮町

本内　信彰 ８４歳 岡

�

先月、松岡政治さん（釣師）宅の畑で、大変めずら
しい里芋の花が咲きました。松岡さんも、近所の人た
ちも、初めて見る花に驚いていました。
里芋の原産地は熱帯アジアなので、このあたりでは
花はめったに咲かず、普通に栽培している里芋で、花
を見ることはなかなかありません。
親芋を翌年も植えつけるとかなりの確立で花が咲く
そうですが、普通に植え付ける種芋は、親芋ではあり
ませんので花をつけることは希で、また、花は咲いても
まず種子はできな
いそうです。
今年の夏の暑さ

と雨が開花の原因
のようです。




